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ロータリー・リーダーシップ研究会

RLI ⽇本⽀部第 2790 地区

開会式　挨拶　（挨拶抜粋）

皆さんこんにちは。今⽇は⽔曜⽇で、私のクラブは、
例会⽇でした。もしかしたら、例会を優先されて⽋席
されたかたもおられるかもしれません。
今⽇は 13 名の⽅が卒後コースに出席され、本当にご
苦労さまです。後ほど「ロータリーを愉しもう」とい
うセッション、トークがあるようで、楽しみにしてお
ります。前にもお話したと思うのですが、「ロータリー
を愉しもう」というのはですね、「娯楽的に楽しもう」
というのではないんです。クラブの⾏事とか例会、ロ
ータリーを楽しむために、娯楽的に楽しむようなプロ
グラムを実⾏しているクラブもあるように感じており
ます。そうではなくて、ロータリーを⼀⽣懸命にやっ
て、その結果、愉しかった。と、いうことで、今⽇は
時間の許すかぎりですね、皆さんで、 話し合って、他
に、愉しんで、成果をあげていって頂きたいと思います。
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

RLI パートⅠ〜Ⅲを振り返って 
皆さんこんにちは。御紹介を頂きました RLI ⽇本⽀部、
地区代表が、今、ご挨拶していただきました、   
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 ⼭⽥パストガバナーが、お務めになっておりまして、
私は、その組織の中のひとつの委員会がございまして、
ディスカッションリーダー（以下 DL）委員会 そこ
に所属をさせて頂きます。ただ、皆様にお伝えするに
は、ちょっと、パワー不⾜というところがございまして、
⽇本の⽀部も、26 地区が所属、RLI を開催していると
思いますけれども、まだまだ組織として、完璧には運
営がされておりません。ですから、⽀部と各地区の DL
の繋がりが、なかなか上⼿く運営がされていないとい
う現状がありまして、今後、この課題を、是⾮、⼭⽥
地区代表を通して、改善をしていただきたいと、思っ
ております。その改善によって、各地区の、RLI の資
質が向上しますし、また、なによりも、今後皆さんが、
DL 養成コースを通って、DL になったときに、改めて
DL の良さ、資質向上に向けることができると思って
おります。ちょっと、テーマを頂いた話題からは、外
れてしまいましたけれども、今⽇、頂いた、セッショ
ン。パートⅠ〜Ⅲを振り返ってということなんですが、
どうでしょうか。私が振り返るというよりは、参加さ
れた⽅々が、 パートⅠ、パートⅡ、パートⅢを通して、
どのようにこの RLI というものを、各⾃皆さんが、⾃
分のものに理解できたか。また、理解を深めることが
できたのでしょうか。それぞれ、お⼀⼈お⼀⼈が、感
じ取って頂きたいと思います。私は、DL の⼀⼈の仲
間として、今、お話させて頂いているんですが、なか
なかこの DL というお役⽬が、担ってはいるんですが、
トレーニングの時間が少ないですし、また、先ほどの
ご紹介させていただきましたように、⽇本⽀部からの
指導ということの、レベルアップのですね、勉強の場も、
充実してませんので、なかなか皆様と、満⾜したディ
スカッションができなかったと。というのが、偽らざ
るところがあると思います。でも、今回務めていただ
きました DL の皆さんは、熱⼼に、情熱をもってですね、 
精⼀杯トレーニングに励んでいただきました。
場当たり的なものではなくて、セッションごとにチー



ムに分かれていただきまして、6 セッション、6 チーム
に分かれた DL のグループが、DL のもとに、いろい
ろ、研鑽するという、機会を設けておりました。です
から、その機会を通して、どれほどの⼒を発揮したかは、
参加された⽅の、評価するところだと思いますけれど
も、まずもって、参加されるかたの、DL の皆さんも、
同じ、⼀ロータリアンということです。決して、プロ
の DL ではありませんし、専⾨的なトレーニングを受
けた DL が、実際の現場に⽴って、やっているわけで
はないということを、改めて、御理解していただけれ
ばありがたいと、思います。これは、決して、⾃分を、
⾝を守るということを、お願いしているということで
はなく、なかなかその、専⾨的な、トレーニングがで
きないなかで、精⼀杯、私たちが、努⼒をして、参加
されるかたをお迎えして、⼀緒に、ディスカッション
を愉しんで頂くというのが、パートⅠからパートⅢの、
っセッションのなかだと思います。ただ、このパート
Ⅰ、6 セッション、パートⅡ、6 セッション、パートⅢ、
6 セッション、18 のセッションカリキュラムがありま
したけれども、これにつきましては、⽇本⽀部を通し
て、皆さんお⼿元のテキストに則って、進⾏させてい
ただきました。これは、国際 RLI 委員会の指導のもと
にテキストが、整っておりますんで、ここが変更され
ることなく、⽇本固有の、⽶⼭奨学委員会のプログラ
ムを加えた、プログラムとして、18 セッションカリ

キュラムを進めさせていただきました。私たちは、ク
ラブでどうでしょうか。参加されている皆さんのクラ
ブ、どれほどロータリー観、というものについて、普
段、例会のなかで、語り合うことができているのでし
ょうか。なかなかそういう機会が、1 時間の例会の時
間のなかでは、難しいとい現状があると思います。ま
た、地区委員会が企画するセミナー、講演会を通しても、
なかなか個⼈のレベルをアップする、そういう研鑽の
場がないというなかで、この地区で企画しております、
RLI というものが、改めてロータリーの良さ、という
ものを引き出す、機会になってくれていると思います。
ですから、今後は、この卒後コースを通してまた、来
⽉ですか、企画されております DL 養成コースを、皆
さんも是⾮、参加して頂いて、DL としても、改めて、
RLI を通して、ロータリーの良さを学んで頂ければ、
ありがたいと思います。セッションテーマ、今頂いた、
振り替えってという問いかけには、答えることはでき
ませんけれども、⼀緒に、ロータリーを愉しむという
ことで、今⽇ですね、皆さんと御⼀緒にさせていただ
ければ、ありがたいと思います。今⽇は、任意のコー
スになっておりますので、テキストからのセッション
テーマ、カリキュラムとか、ちょっと、かけ離れてお
りますけれども、ロータリーを愉しもうということで、
この午後のプログラムに、参加していただければあり
がたいと思います。ありがとうございました。

第２部
トークセッション

RLI 推進委員会
⽔嶋 陽⼦  （館⼭ RC）

RLI 推進委員会
齋藤 由紀 （柏南 RC）



トークセッション（セッション抜粋）
「ロータリーを楽しもう（愉しもう） （私の RLI）」
司会 RLI 実⾏委員⻑ 清⽥ 浩義（千葉 RC）
パネラー 
RLI 推進委員会 委員 ⿑藤 由紀（柏南 RC）
RLI 推進委員会 委員 ⽔嶋 陽⼦（館⼭ RC）

清⽥ 今⽇は、ロータリーの楽しさというところを是
⾮。RLI 推進委員会は、今年度から改めて第 2790 地区
に RLI を普及させる。ロータリアンの皆さんに、RLI
の素晴らしさ、楽しさを、知って頂く、というための
PR。プロモーションをする。そういう役割を推進委員
会が担っていたんです。ロータリーの楽しさ、そして
RLI の楽しさを是⾮、お話していただければと思いま
す。それでは、この RLI、パートⅢまでされて、どん
な感想だったのか、その辺からお話をしていただけま
すか。

RLI 実⾏委員⻑
清⽥ 浩義 （千葉 RC）

RLI 推進委員会
⽔嶋 陽⼦  （館⼭ RC）

⽔嶋 感想ということですが、私はパートⅠ、Ⅱは、
この第 2790 地区で研修させて頂いたんですが、パー
トⅢが諸事情によりましてどうしても受けれない中で、
広島まで⾏って、パートⅢは、研修を受けさせて頂き
ました。今回 RLI に参加させていただいて、⼀番感じ
ていることは、普段、第 2790 地区のなかでは、⾃分の
クラブで、中でのいろいろな、「お知り合い」だったり、
いろいろ意⾒を交わせる仲間がいるなかで、この第
2790 地区、全体でのいろいろな⽅々と知り合えたこと。
また、いろいろな、研修を積むことによって、ロータ
リーを別の部分から、⾒ることができたことが最⼤の、

得られた、良いことだったなと。加えて、同じ研修を
積んだ仲間と、時間を共有することによって、親しみ
も湧き、いろいろ情報交換をしたり、⾃分を⾼めるこ
ともできました。この⼀年というのは、本当に宝物だ
ったと思います。今後、DL をまた、させて頂くなか
で、皆さんと切磋琢磨、意⾒交換しながら、良い RLI が、
できたら良いなと思います。以上です。

清⽥ はい。ありがとうございました。⽔嶋さん、今
回初 DL で、パートⅠからパートⅢまで、通して担当
していただきました。ありがとうございました。
斎藤さん、いかがですか。

RLI 推進委員会
齋藤 由紀 （柏南 RC）

⿑藤 3 年くらいやっているので、最初にやったとき
の感じと、今現在は、まるっきり違うので、パートⅠ
からⅢまで受けたときの感じでよいですね。「⾏け。」と、
クラブで⾔われたので、研修かなと思って来て、朝か
ら晩まであると聞いたときに、学校形式で、私、学習
塾経営しているものですから、6 時間、この年齢で、
もたないな。という感じで、（笑）どうしようと思って、
続かないと思って、そんな思いで来ましたら、皆さん
からのセッションで、寝てもいられない。⾮常に変わ
った⽅式の研修会というのが、そのときにありまして、
最初のうちは、発⾔も積極的ではなかったのですが、6
時限⽬くらいになると、なんでも、⾔っちゃってもい
いんだなと思って、結構⾃分もリラックスできて、も
う終って、ホッとはしたんですが、全部やったという
ことで、気分爽快で、こういう研修会もいいなと。私
の場合は、DL 養成コースまで 5 回終わらせて、その
ときは現在とは全く違いますので、こういう研修会が
ひととおり終わって、なんかいい感じができたなと。
ロータリーって何だろう。というのを全然考えないで
やってましたから、知りたいと思ってもなかなか知れ
ない。というのがありました。⽉信やロータリーの友
を読んでも、⾝近にわからない。皆さんと触れ合う地



域が違い、⾃分の会以外の⽅と、まして、ガバナー経
験者、勉強している⽅のお話しを聞けるし、中⾝が濃
かったなと。懇親会がありましたので、勉強した仲間
と御⼀緒して、⾷事したりして仲良くなった。仲間づ
くりもできるし、勉強もできた。これ、すごく良いこ
とだなと。DL になるというお話があって、延⻑戦に
あるといいますけれども、こういう事を広めることは、
絶対に良いことだなと思います。 

清⽥ RLI を始めるきっかけ、RLI を体験して⾻⾝に
感じている、というお話を頂きました。皆さんも、最
初に RLI と接したときの思いをそれぞれお持ちだろう
と思います。楽しさをどうやって共有するかというお
話ですので、次の質問は、「ロータリーの楽しさ」体験
を踏まえながらお話をしていただければと思います。

⽔嶋 まず楽しさ。例えば、集中的に 1 ⽇で詰め込む
ようなハードな時間のなかで、同じテーマについてみ
んなで考えることというのは、なかなかクラブに戻っ
ては、そういうこともないですし、回を重ねるごとに、
皆さんのモチベーションが上がって、いろいろな考え
がそれぞれに、出てきますし、それが、⼼通じる部分
になっていくというのが、⼀番の良いところではない
かと思います。次に、ロータリー。地区の⽅へ出向し
ないと、そういう機会もありませんので、せっかくの、
ロータリーの寛容ですから、そういうところを最⼤限
につかって、良い仲間づくりをしたら良いのではない
かと思います。それを私は、経験上思います。

清⽥ 短い時間のなかで、ロータリーの楽しさが、RLI
に参加することによって、倍増してきた。こんな、お
話だったかなという⾵に思います。⿑藤さん、いかが
でしょうか。

⿑藤 楽しいという感覚は、あると、思います。が、
すごい財産をもらったと、思います。3 年間、DL を
やらなかったら、ここまでは来れなかったと思います。
ロータリーの寛容が何かとか、全体のロータリーが、
どう進んでいこうとか、はっきりと明確にしてくると、
ロータリアンとしての⾃信がつきますし、来年、会⻑
なんですが、全て活かせる。と、思います。そういう
ロータリーを理解する、イコール、ロータリーは、楽

しい。ロータリーの中で⽣きていける。まだまだです
よ。「ガバナーの経験した」とか、何⼗年も在籍されて
いる⽅、沢⼭いらっしゃいますんで。知識は、わかり
ませんが、考えのなかで、これだけ勉強できたという
財産は、すごいと思います。何⼗年、同じ会でいても、
⾃分の会だけでは得られない知識と⼈脈。是⾮、使っ
ていただいたほうが良い。ロータリアンでいるのなら
ば、この機会を利⽤、利⽤というと悪いんですが、利
⽤して頂いて、こういうのないですから、しっかりや
っている。第 2790 地区みたいに、みっちりやっている
ところ、なかなかないので、それこそ、1 回休んじゃ
うと、広島まで⾏かないといけない。また、広島の内
容はきつかったらしいですよ。厳しかったらしいです
よ。ものすごく。⼀気に⾏っちゃったほうが、絶対に
よい。卒後コース、DL 養成コースをやったレベルでは、
わかりません。反対側に回って、DL やりながら学ぶ
ことも、ものすごく多いです。そっちが 1 だとしたら、
こっちは、もう、9 ぐらい。だから、だまって、3 年や
ってみたら、別⼈になります。ロータリアンが出来上
がりと思います。まあ、未熟なところは、ありますが、
そういう感覚をもてたということが、私の財産です。
来年は会⻑になって、⾃分の会では、試していませんが、
会⻑になったら、会で、過去の DL さんがいれば、そ
の⽅を配置して、3 ⼈でも、5 ⼈でも、グループを作って、
ロータリーのテーマを少し⼊れさせて頂いて、ロータ
リーというものを、皆さんに理解して、全体のレベル
アップを、図りたい。できるかできないかはわかりま
せんが。そんな会にしたいなという、イメージは持て
ます。楽しいということが、ロータリーを知るという
のと、⼆つ⾒えてですね、やっぱり、バッチをつけて、
なにをやっているのかわからなくなっちゃうから、「ロ
ータリーは楽しい。」「⾷事するところ？」「楽しくする
ところ。」「仲間がいるところ。」それは、すごく良いと
ころだと、思いますけれども、折⾓、世界的な規模で、
素晴らしい活動をしているロータリーのバッチをつけ
ている⾃覚をしていただけるような、ロータリアンに
なれるチャンスですから、もう⼀気に最後まで⾏って、
できたら、DL、3 年だまってやってください。（会場
 笑 騒然）別⼈になれますから。
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 第 2790 地区ＲＬＩ開催⽇程   2020-21 漆原ガバナー年度ＲＬＩ開催⽇程 【参加登録費制度】
・第 1 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ研究会  2020 年  11 ⽉ 15 ⽇（⽇）  13 時開講 千葉市⺠会館
・第 2 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ研究会  2020 年  11 ⽉ 29 ⽇（⽇） 13 時開講 千葉市⺠会館
・第 3 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ研究会 2020 年  12 ⽉ 20 ⽇（⽇）  13 時開講 千葉市⺠会館
・パート 1    2021 年    2 ⽉   6 ⽇   （⼟） 10 時開講  千葉市⺠会館 
・パートⅡ    2021 年    3 ⽉ 13 ⽇（⼟） 10 時開講  千葉市⺠会館   
・パートⅢ    2021 年    4 ⽉   3 ⽇  （⼟） 10 時開講  千葉市⺠会館
・卒後コース    2021 年    5 ⽉   8 ⽇（⼟） 13 時開講 千葉市⺠会館
・DL 養成コース    2021 年    6 ⽉   6 ⽇（⽇） 13 時開講 千葉市⺠会館

 地区 RLI 参加状況 　 2020 年 9月 7日現在

地区内参加者　383 名　 パートⅠⅡⅢ修了者　245 名  　DL 養成コース修了者　113 名

修了証書授与 13 名

卒後コース修了者

寒郡 茂樹（富⾥） 原 幸司（富⾥） 松永 達⼈（富⾥） ⾼⽥ 新也（柏） 上村⽂明（我孫⼦）

⻑井弘亘（市川南） 荒井光江（市川東） ⿊⽥和宏（市川東） 松本俊英（千葉中央） ⽮野憲治（千葉中央）

東 孝俊（千葉） ⻑⾕川 俊夫（鴨川） ⻘⽊  貞雄
( 成⽥コスモポリタン）


